
 

（公財）かわさき市民活動センター 平成 24 年度かわさき市民公益活動助成金事業 

「精神疾患当事者支援者（ピアサポーター）による相談窓口の拡充に向けた研究・養成事業」 

ピアステーション通信 
 

 

 

皆様、こんにちは。ＮＰＯ法人ＡＣＴ－Ｒ（アクトアール）の米田と申します。 

クリスマスも過ぎ、ついに平成 24 年が終わり、平成 25年を迎えようとしています。皆様、いかがお過

ごしでしょうか？ 

川崎市では、今年度にてピアサポーター養成研修を修了した方々が総勢 72 名となりました。7年目を終

え、ピアサポーターという方々の存在が少しずつ、より多くの人たちに知れ渡るようになってきて、その

必要性は、今後ますます増していくものだろうと思います。 

どうか修了生 72名だけでなく、ピアサポート活動を私的に行っている皆様が、健やかに活躍し続けられ

るよう、ピアサポーターだけでなく、取り巻く人たちみんなで支え合い、新たな年を迎えましょう。 
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今日現在、本事業の本丸である調査が進んでおりません。そのことについて理由とお詫びを

申し上げます。 

 

事業開始当初、調査にうかがう調査員は担当者のみで行う予定でした。しかし、せっかくピ

アサポート活動をしている方々と直接お話しできる機会ですので、本事業の協力団体である

ピアプロジェクトの皆様に調査員として協力を依頼したいと、考えを改めました。それによ

り事業と予算の変更が生じたため、その承認を助成団体から受ける手続きを行っている、と

いうことが理由です。 

調査にご協力を頂けるとおっしゃっていただいた皆様には大変ご心配とご迷惑をおかけし、

本当に申し訳なく思っております。調査は 1 月から 2 月にかけて行いたいと考えておりま

す。年明け以降、順次、日程調整のためのご連絡を差し上げます。年度末という多忙な時期

に差しかかかり、大変ご迷惑かと存じますが、どうぞ変わらぬご支援を、よろしくお願い申

し上げます。 

また、3 月に予定しております事業成果報告会についてですが、私どもからの報告会のみで

はなく、ピアサポート活動が今後より活発に行われるために必要なことを参加者みんなで意

見交換ができる場にしていきたいと考えております。ピアサポート活動ができる場が一つで

も多く生まれるよう、一人ひとり、作り上げていきましょう。 



 

    

 

ピアコミュニティ」  

日時：毎月 第１木曜日(変更あり) １３：３０～１５：３０（1/10、 2/7…） 

場所：コミュニティ Cafe ピア（就労継続Ｂ型レジネス内） 

参加費：300 円（ワンドリンク付き）＊コーヒー、ソフトドリンク等 

対象：障がい当事者はもちろん、関心のある方など ＊申込不要（直接会場へ） 

（ピアサポート活動を行ってる・関心がある・悩みなど話したい方など） 

内容：どなたでも参加できる、当事者参加型のフリートーク交流会です 

「べてる式 当事者研究」講師：向谷地 宣明氏 

 

日時：１月９日（水）・２６日（土）１３：３０～１６：３０ 

場所：コミュニティ Cafe ピア（就労継続Ｂ型レジネス内） 

参加費：５00 円（当事者）/1000 円（見学，一般） （ワンドリンク付き） 

対象：当事者・支援者・ご家族など、どなたでもＯＫ！＊申込不要（直接会場へ） 

内容：当事者の方を中心に実際の「当事者研究」を行っていき、ドリンク片手に 

   体感しながら学んでいきましょう。 

 

上記チラシレジネス HP(イベントページ)からダウンロードできます 

【URL： http://resnes.web.fc2.com/event.html レジネスで検索】 

編集後記 

凛と冴えわたる寒空に、星々が一段と輝きを増した今日この頃、お元気で

お過ごしでしょうか。月日が経つのは本当に早いもので、今年もあと数えるほ

どとなりました。皆様におかれましては、どのような一年を過ごされましたでしょう

か。明年もお元気で、明るく素敵な毎日をお過ごしになりますよう、心よりお

祈りいたしております。                      kayoko でした。 

 

ピアプロジェクトのピアサポーターが主催する交流会 

 

テーマ：「発達障害とピアサポート ～アスペルガー障害支援の現場から～』 

講師： 佐藤賢治氏（横浜市地域活動支援ｾﾝﾀｰオフィスウィング所長・NPO法人レジスト理事） 

１２月１９日（水）、レジネス内のコミュニティカフェ・ピアにて、第４回「ピース」が開催されました。 

今回は、今までのピアサポートの勉強を中心に行ってきたピースとは少し趣向が違い、「アスペルガー障害をお持

ちの方への具体的な支援方法」について勉強する中で、改めてピアサポートについて見つめなおそう、といった

会になり、少人数でフリートークを中心に、和やかに会が進みました。 

当時まだ一般的でなかった日本初のアスペルガー障害専門施設を 7 年運営してきた佐藤氏より、これまで「伝え

方を目で見て分かるように、より具体的に伝えるなど、その方が分かるような伝え方をこちらが工夫しないといけない」

との話があり、発達障害に特化したピアサポーターなどその方の障害特性などに精通し専門的ピアサポーターもいて

もいいのでは？など今後の活動のヒントになるような話題も多く出ていました。 
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